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（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

問�

　
経
済
的
・
家
庭
的
な
理

由
で
生
理
用
品
を
十
分
に

用
意
で
き
な
い
「
生
理
の

貧
困
」
が
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
対
応
は
。

答
（
市
長
）�

　

福
祉
・
教
育
等
関
係
機

関
が
連
携
し
、
把
握
に
努

め
る
と
と
も
に
、
個
々
の

家
庭
に
応
じ
た
ニ
ー
ズ
を

見
極
め
、
総
合
的
な
支
援

を
図
っ
て
い
く
。

答
（
教
育
長
）�

　

児
童
生
徒
の
変
化
や
サ

イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、
適
切

な
支
援
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
教
職
員
、
児

童
生
徒
、
保
護
者
が
信
頼

関
係
を
一
層
強
め
、
誰
も

が
相
談
し
や
す
い
学
校
づ

く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。問�

　
生
理
用
品
を
防
災
備
蓄

に
加
え
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
計
画
に
よ
る
定
期

的
な
入
れ
替
え
で
、
学
校

や
公
共
施
設
で
の
活
用
に

利
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）�

　

今
年
度
の
購
入
を
検
討

し
て
お
り
、
効
果
的
な
取

り
組
み
と
し
て
前
向
き
に

検
討
す
る
。

問�

　
本
市
の
奨
学
金
返
還
支

援
に
つ
い
て
、
個
人
事
業

者
や
就
農
者
も
含
め
た
若

者
全
般
に
拡
充
を
。

答
（
市
長
）�

　

他
の
補
助
制
度
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
上

で
、
今
後
の
検
討
課
題
と

し
た
い
。

問�

　
民
間
企
業
型
の
奨
学
金

返
還
支
援
制
度
の
推
進

を
。答

（
市
長
）�

　

日
本
学
生
支
援
機
構
の

奨
学
金
を
代
理
返
還
し
た

場
合
、
法
人
税
の
損
金
算

入
が
可
能
と
な
る
。
官
民

連
携
で
若
者
定
住
・
雇
用

確
保
を
進
め
る
上
で
、
積

極
的
に
制
度
周
知
を
図
り

た
い
。

問�

　
若
年
者
定
住
促
進
家
賃

補
助
に
つ
い
て
、
市
外
か

ら
の
転
入
者
以
外
に
も
対

象
を
拡
充
す
る
べ
き
。

答
（
市
長
）�

　

弾
力
的
な
見
直
し
、
制

度
の
充
実
は
避
け
て
は
通

れ
な
い
課
題
。
可
否
を
検

討
し
た
い
。

市
長	

キ
ー
ワ
ー
ド
は　
つ
な
が
り

小林 立栄 議員

子
ど
も
・
若
者
が
活
躍
で
き
る
未
来
を
め
ざ
し
て

消防団員の処遇改善で防災力の担い手確保を

一問一答方式

問�
　
「
消
防
団
員
の
処
遇
等

に
関
す
る
検
討
会
」
中
間

報
告
と
消
防
庁
長
官
通
知

が
発
出
さ
れ
た
。
予
算
の

仕
組
み
等
、
消
防
団
へ
の

十
分
な
情
報
提
供
・
説
明

で
、
報
酬
や
処
遇
な
ど
納

得
の
得
ら
れ
る
方
向
性

を
。答

（
市
長
）�

　

消
防
団
再
編
準
備
委
員

会
を
組
織
し
、
消
防
団
と

の
意
見
交
換
を
重
ね
、
活

動
に
報
い
る
内
容
と
す
る

為
、
総
合
的
な
検
討
を
進

め
て
い
る
。

問�

　
第
三
セ
ク
タ
ー
改
革
の

論
点
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

第
三
セ
ク
タ
ー
と
行
政

は
「
足
ら
ざ
る
を
補
い
合

う
」
関
係
に
あ
る
。
収
支

だ
け
で
存
廃
の
議
論
は
で

き
な
い
。

　

産
業
振
興
や
市
民
福
祉

向
上
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
組
織
が
求
め
ら
れ
る

か
、
丁
寧
な
議
論
や
手
順

が
大
切
で
あ
る
。

問�

　
遠
野
テ
レ
ビ
の
企
業
成

長
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

10
年
後
、
20
年
後
の
姿

を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

現
在
は
公
設
民
営
で
あ

る
が
、「
資
本
と
経
営
の

分
離
」
を
原
則
と
し
た
株

式
会
社
本
来
の
形
態
に
改

め
る
必
要
が
あ
る
。
経
営

の
自
立
を
目
指
し
、
業
務

委
託
方
式
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
へ
の
移
行
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
「
人
材
の
継
続
的
な
確

保
」「
次
代
の
技
術
者
の

育
成
」「
新
た
な
価
値
創

造
へ
の
挑
戦
」
な
ど
の
課

題
が
あ
る
が
、
急
激
な
時

代
の
変
化
を
捉
え
、
高
い

レ
ベ
ル
の
組
織
に
成
長
さ

せ
た
い
。

問�

　
「
先
導
的
共
生
社
会
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
」
と
し
て
の

役
割
は
な
に
か
。

答
（
市
長
）�

　

全
て
の
人
が
お
互
い
の

人
権
や
尊
厳
を
大
切
に

し
、
支
え
合
い
、
活
き
活

き
と
生
活
す
る
社
会
こ
そ

が
共
生
社
会
で
あ
る
。

　

単
な
る
理
念
と
せ
ず
、

遠
野
な
ら
で
は
の
取
り
組

み
を
積
極
的
に
全
国
に
発

信
し
て
い
く
。

問�

　
市
内
に
は
特
別
支
援
学

校
高
等
部
が
無
い
。
高
等

部
分
教
室
の
設
置
を
県
に

働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）�

　

特
別
支
援
学
校
遠
野
分

教
室
の
小
学
部
・
中
学
部

は
児
童
生
徒
の
社
会
性
や

豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、

共
生
社
会
実
現
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
。

　

そ
の
延
長
線
上
に
考
え

れ
ば
、
展
望
が
見
え
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。

　

特
別
支
援
学
校
高
等
部

と
高
校
で
は
設
置
目
的
や

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
異
な

る
。
関
係
者
の
意
見
を
踏

ま
え
、
保
護
者
や
生
徒
本

人
の
目
線
で
環
境
を
整
え

な
が
ら
、
共
に
学
ぶ
と
い

う
と
こ
ろ
に
踏
み
出
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

市
長	

関
係
者
の
力
の
結
集
が
必
要

菊池 美也 議員
( 遠野令和会 )

支
援
が
必
要
な

高
校
生
の
学
び
の
確
保 一問一答方式

株式会社遠野テレビの将来像
市長 	高度情報通信社会の
	 リーディングカンパニー市長 	地域の要　処遇改善は不可欠

若者が時代を動かし歴史を創る。
若者達と持続可能な未来を。「新し
い勤労青少年のつどい」の一コマ

『パラリンピック』って
言葉は1964年の東京大会で
初めて使われたのよ

夏季のパラリンピック大会が
同一都市で2回開催されるのは
史上初めてなの

パラリンピックの開催は
『障害』に対する日本人の意識を
大きく変えるチャンスだね

パラアスリートの
パフォーマンスって
かっこいいもんなあ！

日本だけじゃない
世界中の人の考え方を
変えるかもしれないわ

へえ！

まんがでわかる

共生社会ホストタウン

知ってる？

※開催は2021年

遠野の先導的な取り組みが全国に紹介されています


